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１．開 会 時 間           午前・午後         ９時      ３０ 分 

 

２．閉 会 時 間           午前・午後       １ １時      １０ 分 

 

３．委員長氏名      秋 山  俊 洋 

 

４．署 名 委 員       

 

５．出 席 委 員 

 

議 席 番 号 出  欠  席 氏          名 

１ 
 

秋  山   俊  洋 

２ 
 

武  井   健  一 

３ 
 

桐  生   芳  江 

４ 
 

井  出   真 理 子 

５ 
  

内  海   博  治 

 

６．出席者氏名      教育次長  長尾秀美 

             教育総務課長  大野勝人 

             生涯学習課長  茅沼義文 

             教育総務課指導班主幹  和田智司 

             教育総務課指導班主幹  髙橋操 

             教育総務課指導班副主幹 北川慶太 

             教育総務課教育支援室専任教諭  岸陽二 

             教育総務課教育総務班副主幹  松本幸生 

             教育総務課教育総務班副主幹  三浦牧子 

 

７．傍 聴 者      なし 

 

８．調 製 者            教育総務課教育総務班副主幹   三浦牧子 

 

 



平成 22 年度 5 月教育委員会定例会会議録 

 

日時：平成 22 年 5 月 26 日（金） 

午前 9 時 30 分 

場所：二宮町町民センター 

                           ２A クラブ室 

 

― 開会宣言 ― 

（委員長）平成 22 年度 5 月定例教育委員会議を開催します。 

 

― 署名委員の指名 ― 

武井委員を指名する。 

 

― 教育長事務報告 ― 

（教育長）5 月事務報告を行う。 

 

（教育次長）行政会議報告を行う。 

 

（各課長）各課の事業報告・事業予定について説明する。 

 

○ （武井委員）スポーツ班の報告の関係で、救急救命のためのＡＥＤの町内設置はどのような状

況になっていますか。設置義務等についてどうですか。 

○ （生涯学習課長）公共施設にはほとんど設置しています。 

○ （武井委員）職員は、使用方法は分かっていますか。 

○ （教育次長）職員は講習会をひととおり受けている状況です。 

○ （武井委員）実際にＡＥＤを使用した事例はありますか。 

○ （生涯学習課長）運動場で 1 回、ＡＥＤを準備している段階で回復したということはありまし

た。スポーツ班の嘱託員が、仕事時ではなく町外で、ＡＥＤを使用する場面に出会い、手助け

をしたことがあるという話は聞いています。 

○ （武井委員）今までに 1 件あるかないかですか。 

○ （生涯学習課長）スポーツ班で使用した事例は 1 度もありません。 

○ （委員長）いざというとき使えないと困るので、職員は使えるよう定期的に訓練をしてほしい

と思います。 

○ （井出委員）栄通りに子育て中のお母さんの情報交換できる場ができましたが、教育委員会の

管轄ではありませんか。 

○ （教育次長）福祉課が担当部署です。常駐職員として保育士を 1 名配置しています。 

○ （井出委員）ゆうゆうスペースと似たような感じですが、主旨が違うのですか。 

○ （教育次長）子育てサロンは、子育て中のお母さん方が乳幼児連れで集まる場所で、ゆうゆう

スペースは、小学校の児童が学校が終わったあとなどに行くところです。 



○ （井出委員）開所式にたまたま出席したのですが、ボランティアのスタッフの方だと思います

が、とてもしっかりしていました。にぎわっている様子でした。 

○ （桐生委員）学校訪問等で学校へ行くと、給食費の滞納について悩んでいらっしゃるようで、

その後の状況はどのようになっていますか。 

○ （教育総務課長）給食費の滞納について、なかなか大変な状況です。学校が通常は担当してい

ますが、滞納が続いたりする場合は、教育委員会と学校とがタイアップして進めています。 

○ （桐生委員）以前に比べると一歩踏み込んだ対応をしていただいていると思いますが、学校の

対応だけでは、先生方の時間を費やすことになって子どもへの対応ができなくなるなど支障が

でてきますので、これからも教育委員会と連携をして進めてほしいと思います。 

○ （武井委員）滞納状況が学校によって偏っているようですが。 

○ （教育総務課長）学校の通学区域の中で兄弟がいるなどで偏る場合があるようです。 

○ （武井委員）今現在の滞納はどのくらいですか。 

○ （教育総務課副主幹）小、中学校を合わせて 20 数件くらいです。滞納の多い学校は、今年度

早い段階から連携をして滞納額が減尐しました。催告書を出す場合、学校名に教育委員会名を

付け加えるなど工夫をしています。   

○ （委員長）教育委員会事務局が加わってもらえると、対応できるようになると思います。今後

ともよろしくお願いいたします。 

○ （委員長）生涯学習班の子ども会リーダー研修会が来月予定にありますが、これは夏の野外活

動に向けての研修会ですか。参加者は決まっていますか。 

○ （生涯学習課長）夏の野外活動前の研修となっていて、子ども会のリーダーが参加しています。 

○ （委員長）各地区から参加していますか。 

○ （生涯学習課長）状況については次回報告いたします。 

 

― 付議事項 ― 

 

議案第 7 号 二宮町立学校給食センターの設置等に関する条例の一部改正について 

（教育総務課長）議案第 7 号 二宮町立学校給食センターの設置等に関する条例の一部改正につ

いて説明。 

 

（委員長）各委員にこの件について諮る。 

委員全員賛成により、議案は承認される。 

 

議案第 8 号 平成 23 年度二宮町立小・中学校で使用する教科用図書の採択方針について 

（教育総務課長）議案第 8 号 平成 23 年度二宮町立小・中学校で使用する教科用図書の採択方針

について説明。 

 

（委員長）各委員にこの件について諮る。 

委員全員賛成により、議案は承認される。 

 



―報告・協議事項― 

（１）平成 22 年度小・中学校学級編制及び児童生徒数について 

（教育総務課主幹）平成 22 年度小・中学校学級編制及び児童生徒数について説明。 

 

○ （武井委員）学級編制という字、編制の制の字は、専門用語のようだと思いますが、どうして

ですか。 

○ （委員長）編制の制の字は、普通は成るという字ですね。 

○ （教育総務課主幹）この字がずっと使われてきていると思います。 

○ （武井委員）この編制という字は、軍隊の組織編制という使い方がありますが、昔からの名残

があるのかどうかを調べていただきたいと思います。 

○ （武井委員）いろいろな場で、教育の場は保守的ではないかと言われることがあります。他の

人からそのように見られているのは悲しい気持ちで、きちんと見直しをしているということや

委員会の場で話しているということを知っていただきたいと思います。 

○ （教育総務課主幹）調べて後日報告させていただきます。 

○ （委員長）小学校は、年々減っているのですか。 

○ （教育総務課主幹）小学校は、1 年がマイナス 6 人、2 年がマイナス 30 人、3 年がマイナス 7

人、4 年生がプラス 25 人、5 年がマイナス 29 人、6 年がプラス 7 人、全体の数の傾向です。 

○ （委員長）今年は全体が去年に比べて 44 人尐ないということですね。 

○ （教育総務課主幹）はい。 

 

（２）教育支援室教育相談活動について 

（教育支援室専任教諭）平成 21 年度教育相談・教育支援室活動の状況について説明。 

 

○ （武井委員）不登校の家庭で、月 1 回くらいの割合で親の虐待があるかなど、子どもの状況を

確認していない場合があるようですが、二宮の場合はどうですか。 

○ （教育支援室専任教諭）やまびこに通室している子どもは状況が分かりますが、学校にもやま

びこにも通っていない子どもに対しては、学級担任の先生と連絡を取って、心配される状況が

あれば、連携して訪問相談をしていくなどの対応をしています。長期欠席の子どもにたいして

見落とししないよう配慮してやっていきます。 

○ （武井委員）1 か月に 1 度くらい確認してますか。 

○ （教育支援室専任教諭）学級担任や支援室では事例はないと確認しています。 

○ （教育長）指導については、病気の進行段階があり、会うのを嫌がって合わない場合がありま

す。親との話し合いで虐待のケースがあるのかどうか気をつける等、親への助言を通し指導し

ています。 

○ （委員長）今の報告は、教育相談を自発的にしている状況ですね。学校訪問とはどのようなこ

とですか。 

○ （教育支援室専任教諭）学校訪問は、スーパーバイザーなどが、学校のクラスを参観し、支援

の配慮が必要な子どもについて、その後話し合っています。 

○ （委員長）この資料の学校訪問の数は、学校に行った件数ですね。 



○ （教育支援室専任教諭）そうです。 

○ （委員長）資料の活動状況で、実際の人数はどのくらいになるのか分かれば教えてください。 

○ （教育支援室専任教諭）電話相談の 172 件ですが、実際は同じ方がかけている場合があります

ので、昨年度実績は 36 人ということです。 

○ （井出委員）学校側から言うと相談できるところがあるということは、ありがたいことです。

専門の方がいてアドバイスをいただけることもありがたいことだと思います。 

○ （教育長）相談することで、落ち着くケースもあり、早期解決につながることもあります。相

談数としては普通、むしろ尐ないほうだと思います。 

○ （委員長）相談が気軽にできるところがあるということが大切だと思います。 

○ （教育長）小さい町の良さであり、このような機関が町内 5 校の町にあることは素晴らしいと

思い、続けて行きたいと思います。 

○ （武井委員）このような事業には、数値目標などを持たないほうがよいと思います。 

○ （桐生委員）教育支援室の通室生徒が、高校進学しているというよい実績を出しています。ぜ

ひこれからもご指導よろしくお願いします。 

 

（４）その他 

（教育総務課副主幹）会議録の公開について説明。 

 

 

― 次回教育委員会予定 ― 

（教育総務課副主幹）次回教育委員会議の日程及び出席を要する主な行事について説明。 

 

― 閉会宣言 ― 

（委員長）平成 22 年度 5 月定例教育委員会議を終了いたします。 

 

午前１１時１０分終了 


